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研究成果の概要（和文）：Webの構造・情報属性やWeb利用者の情報検索・閲覧行動を総合的に分析し、Web機能の再利
用のため、大規模の統合サービスの実現に向いて安定的な情報抽出技術と系統的な統合方式及びテスト・メンテナンス
手法等の開発を行った。
その結果、ユーザインターフェースコンポーネントの認識方法と記述方式を提案し、検索方法と再利用・統合手法など
に関する研究を行い、異なる利用者に向いた総合開発環境とクラスパッケージを開発した。さらに、Web視聴率データ
から利用者の検索行動を抽出してWeb情報の時効性と利用パターンの分析などを実施した。そして、研究結果を活用し
て健康情報学に応用として展開している。

研究成果の概要（英文）：For reusing and integrating large-scale web functionalities, we introduced and 
developed stable partial information extraction methods and various systematic integration/testing 
approaches based on a comprehensive analysis of web structure, information property and diverse browsing 
behavior patterns of client-side users.
Consequently, we proposed UI component retrieval method and developed various integration environments 
(e.g., class packages for programmer and GUI for non-programmer) based on the recognition and description 
of UI components. Moreover, we extracted behavior patterns of panel users from net view data and analyzed 
query satisfaction levels for further applications on healthcare informatics.

研究分野： ウェブ情報学
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１． 研究開始当初の背景 
(1) Web 上のサービスの効率的実現のため，
既存の Web 機能（Web アプリケーション・
Web ページの一部分として利用者の操作等
に応じて動的にコンテンツを生成・提示する
仕組）を活用する技術が高度化してきており，
複数の Web サービスを融合して新しいサー
ビス・アプリケーションとして提供する形態
を目指すマッシュアップの技術が注目され
ている。 
 
(2) しかし，現状では，Web 機能の利用につ
いては，ほとんどが Web サービス API に依
存している。このため，Web サービス API
を提供していない有用な Web 機能が非常に
多くあるにもかかわらず，利用できる Web
機能が制限されているし，手動で Web 機能
の検索を行うことを前提としている。ここで，
従来の Web 検索技術が，主として Web ペー
ジのコンテンツに表現された情報を対象と
して研究されてきたことが問題となる。 
 
(3) Web機能を利用している個々のWebペー
ジには Web 機能自体に関する十分な記述が
ないことが多いため，従来の検索エンジンは
Web 機能を直接的な対象として検索するの
に適しておらず，手動により Web 機能を大
量の Web ページから網羅的に検索し，抽出・
分析・比較等を行うために，最適な機能の発
見は膨大な時間と専門知識が要求されるこ
とになる。また，Web 機能の統合方式と応用
について，UI コンポーネントの適応性と信
頼性を考えず，例外処理及びセキュリティを
重視していない現状である。 
 
(4) そこで，これをより広範囲な対象に対し
て大規模に適用可能とするため，Web サービ
ス API を提供していない一般の Web 機能の
再利用を可能とする手法と最適な Web 機
能・UIコンポーネントを検索する手法とWeb
機能の統合方式及び統合サービスの系統的
な開発手法が求められていた。 
 
(5) 利用者の行動分析を基づく，情報アクセ
ス技術に展開する。技術の発達に伴うコスト
パフォーマンスの高いユーザーインターフ
ェイスの効率を検証する。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では，まず Web 上の大量の Web
ページから機能を含む Web ページを収集す
る技術，各種の Web 機能を代表する UI コン
ポーネントを抽出・総合分析する技術，およ
び Web 機能・UI コンポーネントの検索に必
要な情報の分析・生成を行う技術について研
究を行う。 
 
(2) 本研究では，コンポーネントのソースコ
ードを分析し，タイプと構造，使われた言語，
通信プロトコルなどの情報を表示する。様々

な観点から複雑性・安全性などの評価指標を
導入する。なお，異なるサイトの様々な機能
を再利用・統合するため，機能検索エンジン
を活用して，コンポーネントの属性とコンテ
ンツの構造の分析，インターフェースの定義，
機能のエミュレーション，部分情報の抽出，
コンテンツの統合と表現形式のパーソナリ
ゼーション等の大規模の統合サービスの自
動生成の必要な技術の高度化を図る。 
 
(3) 統合サービスの系統的なテスト・メンテ
ナンス方式とセキュリティチェック方法を
開発する。 
 
(4) UI コンポーネントの効率的な統合のため，
総合的な開発環境を提供する。 
 
(5) 単純な HTML で記述されたページよりも
操作性や表現力に優れたリッチインターネ
ットアプリケーションが増えている。クライ
アントレンダリングメカニズムに応用し，ア
プリケーション開発を計画する。 
 
(6) 情報のアクセス方式と属性を分析して利
用者の閲覧満足度などを総合的な統計を行
う。 
 
３．研究の方法 
具体的な解決策としては，大規模の Web ペ
ージを収集し，コンポーネントの認識・抽
出・分類を行い，検索に有効な Web 機能の
表現方式を明らかにして Web 機能検索エン
ジンを実装する。さらに，Web 機能のインタ
ーフェースのユニフォーム化と適応性の検
証を行い，部分情報抽出手法を進化し，セキ
ュリティポリシーとテスト・メンテナンス手
法を用いる統合方式に展開し，大規模の統合
サービスに適用する系統的な開発と評価方
法を目指す。 
 
(1) 手動でコンポーネントを含むWebページ
のタイトルとメタデータ，コンポーネントが
使うフォームとタグの情報，構造とクエリ送
信方式などの情報を収集した。そして，収集
した情報を機能によって分析・分類して，各
Web 機能の特徴を認識パターンとして取得し
た。視聴率データにより解析したパターンと
分類情報を利用して，大規模の検索と分析実
験を行った。さらに，様々な基準からコンポ
ーネントの複雑性・機能の適応性・コンテン
ツの多様性・情報流れの安全性などを評価し
た。 
 
(2) コンポーネント・機能の様々な再利用技
術を開発し進化させ，Web サービスの自動生
成，大規模のメタサーチとディープ Web など
への応用を拓いた。さらに，異なる Web 機能
を統合して，大規模の統合サービスの実現に
向けて，安定な情報抽出技術と系統的な統合
方式及びテスト・メンテナンス手法等の開発



を行った。 
 
(3) データフロー記述をGUI化するシステム
とプログラミングパッケージの提供を行い，
適用性の高い統合システムを実装し，統合サ
ービスの開発・管理環境を構築した。 
 
(4) 利用者の視点から情報の属性より社会
的な応用可能性を拡張した。クラスタリン
グ・機械学習などの手法を利用して，ユーザ
の閲覧行動・傾向の比較検討やデータマイニ
ングを行って，利用者の検索満足度評価に基
づく，情報の時効属性を分析した。 
 
(5)クライアントサイドの XMLと XSLT 技術に
基づき，複数のデータモデルに対応した柔軟
なテンプレートエンジンを提案した。このテ
ンプレートエンジンの利用をケース-スタデ
ィーとして分析して，クライアントサイドレ
ンダリングメカニズムの適用性・有効性を示
した。さらに，開発コスト・システム負荷の
最適化を目指して進化するWebプログラミン
グ支援システムの開発を行った。 
 
(6)さらに，アプリケーション統合手法を利
用して健康情報収集・分析システムを試作し
た。 
 
４．研究成果 
(1) 基盤になる各種データ（視聴率データ，
Web ページなど）を導入して UI コンポーネン
トの認識と記述方式の検討・実験を行った。
また，データフロー記述を GUI 化するシステ
ムとプログラミングパッケージを開発し，適
用性の高いコンポーネント検索・統合システ
ムを実装した。 
 
(2) ブラウジング行動フィーチャーの有効
性の解析に基づく Yahoo！知恵袋のクエリ満
足度レベルの探索的予測手法を提示し，
24498 名のパネルユーザによって実行された
120182 件のクエリプロセスのデータセット
に基づく実験を介して様々なカテゴリの満
足度を示した。また，これらの差に関する潜
在的な理由について説明し，予測結果に基づ
くフィーチャーの有意性について検討した。 
 
(3) 健康に影響する潜在要素を把握するた
めに，主に普段の飲食生活の行動をより簡単
な方法でデジタル化して収集する手段の研
究を行った。モバイルアプリケーションの統
合と画像の認識技術の実現性や，利用者の自
主的記録方法などの方向を考案し，アプリケ
ーションの試作を行った。 
 
(4) さまざまなプラットフォーム上で動作
するWebアプリケーションの情報を利用する
ため，Web 上の部分情報抽出などの技術を利
用し，サービス指向アーキテクチャの基盤技
術であるWebサービス生成への支援について

研究した。 
 
(5) 斬新な Webアプリケーションのテンプレ
ートエンジン「Pagelet」を設計し，Web プロ
グラミングを支援するシステムの開発を行
った。クライアントサイドレンダリングメカ
ニズムの適用性・有効性を検証した。 
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